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Cisco 7921 および 7920 Wireless IP Phone で QoS Enhanced
BSS を使用するための前提条件

Cisco 7921および 7920 Wireless IP Phoneをコントローラで使用する場合は、次のガイドラインに
従ってください。

•各コントローラで、アグレッシブなロードバランシングが無効にされている必要がありま
す。無効化されていない場合、電話による初期ローミングが失敗し、オーディオパスが中

断されることがあります。

• Dynamic Transmit Power Control（DTPC）情報要素（IE）が、config 802.11b dtpc enableコマ
ンドを使用して有効にされている必要があります。 DTPC IEは、アクセスポイントがその
送信電力で情報をブロードキャストすることを可能にする、ビーコンおよびプローブの情報

要素です。 7921または 7920電話は、この情報を使用して、その送信電力を、アソシエート
先のアクセスポイントと同じレベルに自動的に調整します。このようにして、両方のデバ

イスが同じレベルで送信するようになります。

• 7921と 7920電話のおよびコントローラの両方で、CiscoCentralizedKeyManagement（CCKM）
高速ローミングがサポートされます。

• WEPを設定する際、コントローラおよび 7921または 7920電話によって、用語上の違いがあ
ります。 7921または 7920で 128ビットWEPを使用する場合は、コントローラを 104ビッ
トに設定してください。
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•スタンドアロンの 7921電話では、load-basedの CACが有効にされ、またWLAN上でWMM
Policyが Requiredに設定されている必要があります。

•コントローラでは、ファームウェアバージョン 1.1.1を使用して 7921電話から送られるトラ
フィック分類（TCLAS）がサポートされます。この機能により、7921電話への音声ストリー
ムを正しく分類することができます。

• 1242シリーズアクセスポイントの 802.11a無線で 7921電話を使用する場合は、24-Mbpsデー
タレートを Supportedに設定して、それよりも小さいMandatoryデータレート（12 Mbpsな
ど）を選択します。さもないと、電話の音声品質が低下するおそれがあります。

QoS Enhanced BSS の制約事項
• OEAP 600シリーズアクセスポイントでは、CACはサポートされません。

•デフォルトで、QBSSは無効になっています。

• 7920電話は、CAC機能が制限された、非WMM電話です。電話は、アソシエート先のアク
セスポイントのチャネル使用率を確認し、それをアクセスポイントからビーコンにより通

知されたしきい値と比較します。チャネル使用率がしきい値より低い場合は、7920は電話
をかけます。対照的に、7921電話は、完全な機能を備えたWMM電話で、TrafficSpecifications
（TSPEC）を使用して、電話をかける前に音声キューにアクセスします。 7921電話は、
load-basedの CACと適切に連動します。load-basedの CACでは、音声に取り分けられたチャ
ネルの割合を使用して、それに応じて通話を制限しようとします。

7921電話はWMMをサポートし、7920電話はサポートしないため、これらの電話を混合環
境で使用する場合に両方の電話を適切に設定していないと、キャパシティと音声品質の問題

が生じる可能性があります。 7921および 7920電話の両方を有効にして同じネットワーク上
で共存させるには、load-basedのCACと 7920APCACの両方がコントローラで有効にされ、
WMMPolicyがAllowedに設定されていることを確認してください。 7921ユーザより、7920
ユーザの方が多い場合に、これらの設定は特に重要になります。

•音声をサポートしているすべての無線ネットワークでは、ベンダーに関係なく、コントロー
ラ GUIまたは CLIを使用して、アグレッシブロードバランシングを常にオフにすることを
推奨します。アグレッシブロードバランシングがオンになっていると、ハンドセットが最

初の再アソシエーション試行で拒否されたとき、音声クライアントはローミングすると可聴

アーティファクトを聞くことができます。

QoS Enhanced BSS について
QoS Enhanced Basis Service Set（QBSS）情報要素（IE）により、アクセスポイントはそのチャネ
ル使用率を無線デバイスに通知できます。チャネル使用率が高いアクセスポイントではリアルタ

イムトラフィックを効率的に処理できないため、7921または 7920電話では、QBSS値を使用し
て、他のアクセスポイントにアソシエートするべきかどうかが判断されます。次の 2つのモード
で QBSSを有効にできます。
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• 802.11E QBSS規格を満たすデバイス（Cisco 7921 IP Phoneなど）をサポートしている、Wi-Fi
Multimedia（WMM）モード

• 802.11b/gネットワーク上で Cisco 7920 IP Phoneをサポートしている 7920サポートモード

7920サポートモードには、次の 2つのオプションが含まれています。

◦ Call Admission Control（CAC;コールアドミッション制御）がクライアントデバイス上
で設定され、クライアントデバイスによってアドバタイズされている必要がある 7920
電話のサポート（通常、旧式の 7920電話）

◦ CACがアクセスポイント上で設定され、アクセスポイントによってアドバタイズされ
ている必要がある 7920電話のサポート（通常、新式の 7920電話）

アクセスポイントで制御されるCACが有効になっている場合、アクセスポイントは、
シスコが所有する CAC Information Element（IE;情報要素）を送信し、標準の QBSS IE
を送信しません。

QBSS の設定（GUI）

ステップ 1 [WLANs]を選択して、[WLANs]ページを開きます。

ステップ 2 WMMモードを設定するWLANの ID番号をクリックします。

ステップ 3 [WLANs>Edit]ページが表示されたら、[QoS]タブを選択して [WLANs>Edit（QoS）]ページを開きます。

ステップ 4 7921電話およびWMM規格を満たすその他のデバイスに対してWMMモードを有効にするかどうかに応
じて、[WMM Policy]ドロップダウンリストから次のオプションのいずれかを選択してください。

• [Disabled]：WLAN上でWMMを無効にします。これはデフォルト値です。

• [Allowed]：WLAN上でクライアントデバイスにWMMの使用を許可します。

• [Required]：クライアントデバイスでWMMの使用を必須にします。WMMをサポートしていないデ
バイスはWLANに接続できません。

ステップ 5 アクセスポイントで制御されるCACを必要とする電話で7920サポートモードを有効にする場合は、[7920
AP CAC]チェックボックスをオンにします。デフォルト値はオフです。

ステップ 6 クライアントで制御される CACを必要とする電話で 7920サポートモードを有効にする場合は、[7920
Client CAC]チェックボックスをオンにします。デフォルト値はオフです。

1つのWLANで、WMMモードとクライアントにより制御されたCACモードの両方を有効にす
ることはできません。

（注）

ステップ 7 [Apply]をクリックして、変更を確定します。

ステップ 8 [Save Configuration]をクリックして、変更を保存します。
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QBSS の設定（CLI）

ステップ 1 QBSSサポートを追加するWLANの ID番号を決定するには、次のコマンドを入力します。
show wlan summary

ステップ 2 次のコマンドを入力して、WLANを無効にします。
config wlan disable wlan_id

ステップ 3 7921電話およびWMM規格を満たすその他のデバイスでWMMモードを設定するには、次のコマンドを
入力します。
config wlan wmm {disabled | allowed | required} wlan_id

値は次のとおりです。

• disabledは、WLAN上のWMMモードを無効にします。

• allowedは、WLAN上のクライアントデバイスにWMMの使用を許可します。

• requiredは、クライアントデバイスにWMMの使用を要求します。WMMをサポートしていないデ
バイスはWLANに接続できません。

ステップ 4 クライアントで制御されるCACを必要とする電話で7920サポートモードを有効または無効にするには、
次のコマンドを入力します。
config wlan 7920-support client-cac-limit {enable | disable} wlan_id

1つのWLANで、WMMモードとクライアントにより制御されたCACモードの両方を有効にす
ることはできません。

（注）

ステップ 5 アクセスポイントで制御される CACを必要とする電話で 7920サポートモードを有効または無効にする
には、次のコマンドを入力します。
config wlan 7920-support ap-cac-limit {enable | disable} wlan_id

ステップ 6 次のコマンドを入力して、WLANを再び有効にします。
config wlan enable wlan_id

ステップ 7 次のコマンドを入力して、変更を保存します。
save config

ステップ 8 WLANが有効であり、[Dot11-Phone Mode (7920)]テキストボックスがコンパクトモードに設定されてい
ることを確認するには、次のコマンドを入力します。
show wlan wlan_id
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